
 

 

 

 

 

 

●はじめに。 

 新しい年度が始まって、随分時間が経ちました。「日教組青年部ニュースを定期的に発行

し、全国の仲間の課題やとりくみの共有をはかります。」の方針のもと、何とかとりくもう

としているうちに、あれよあれよと時間がたってしまいました。申し訳ありません。 

 さて、この青年部ニュースは、次の３つをテーマにして書いていこうと思います。 

 

 

 

 

 

 

●日教組青年部の活動紹介 

４月２６日（土）―２７日（日）日本教育会館（東京）

にて開催しました。 

 各単組の青年運動について交流し、視点の確認や今後

のとりくみなどをともに考え、議論しました。 

＊賀来前日教組青年部長の記念講演トピックス     

 ・組合の方針は学校現場でリアリティがあるのか点検が必要。 

 ・今年は自分の実践に専念すべきと言われたが、実践と組合 運

動は別なのか。 

・組合も教委（文科省）も「現場が大事だ」という。その違いは

何だろうか。 

・「これありき」はやめよう。とらわれないのが青年部。経験不足

からくる不安や迷い、葛藤がある。だからこそ、集まって確認する

ことが求められるし、必要になってくる。 

＊各単組部長の抱える悩み 

・声なき声をどうやって集約するか。 

・会議や学習会に人を集めるためにはどうすればいいの

か。 

・現場と組合をどうやってリンクさせていけるのか。 

・各支部の部長とどうつながっていくか。 

 

 
日教組青年部 ２００８年１１月７日 

①読みやすい      → イラストや写真を紹介しながら、文字はなるべく少なく、大きな文

字で。活動の報告や紹介を行います。 

②考えるきっかけになる → なるべく読者自身が考えられるような投げかけを入れていきます。 

③参加できる      → 単組青年部がとりくんでいる運動で、全国に発信したいことを掲載

します。 

第３３回青年運動研究交流集会 
（全国青年部長会） 

参加された各県青年部長 → 

賀来前青年部長 ↓ 



＊ワークショップ作品の一部を紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月１６日（金）―１８日（日）に行われた平和行進。昨年度か

ら平和運動の継承のためという目的で、青年部を主体に参加を呼び

かけています。また、「なぜ歩くのか」を学習するための事前学習

会と戦跡のフィールドワークも行いました。 

事前学習会の講演は、沖縄県子ども会育成連絡

協議会（沖子連）の会長である玉寄哲永さんを講

師に迎え、沖縄戦での住民の「集団自死」につい

て、日本軍による強制を否定する教科書検定に対

する撤回運動についての講演がなされました。 

  

なぜ、毎年沖縄で平和行進が行われるのでしょ

うか。 

 なぜ、住民のかたは行進している私たちに「あ

りがとう」と言ってくださったのでしょうか。 

 

５．１５平和行進 

参加された千教組 渡邉さん（右） 



５月３１日（土）～６月１日（日）に「集まれ！みち

のく平和のひろばへ」を合言葉に、秋田で開催されま

した。 

日教組は、日本音楽協議会（以下日音協）の加盟単産として、毎年、「はたらくものの音楽

祭」に参加しています。働く中から感じたことや、平和への願いを自らの言葉と感性で、

音楽を通して表現する仲間たちと、同じ気持ちを共有してきました。 

 全国から参加した８人は先輩方とともに力を合わせて表現してきました。そのときの構

成詩（山形県教組阿部さん、岩手県教組菅野さんの共作。）と歌『ひとりじゃないよ』を紹

介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４１回 
はたらくものの音楽祭 

構成詩「Now.Change For Smile. ～さぁ、笑顔のためにかえていこう！～」 
１分 一日のうち一人の児童生徒と担任が話をする時間 
「教職員評価の導入 学力向上 体力向上 求められる大会優勝 生徒指導 保護者への対応 
評価が気になるので人に相談できない。」 

３４時間 全国で働く教員の超過勤務月平均時間 完璧を求められて みんな必死に働いている。 
「朝から給食室で働く栄養教職員 理解されにくい環境 食中毒を起こすわけにはいかない 大量

の帳簿 たくさんの業者とのやり取り 誰にも知られていない仕事」 
７６５４人 病気で休んでいる人の数 周りも忙しく働いている わからない できない 教えて

と言えない ひとりで解決するしかない でもほんとは相談したい 
「校内研究会で誰も残らない職員室 残るのがあたり前になっている事務職員 取りづらい年休 

問題を抱えている子ども 目を離せない休み時間 取れない休息・休憩 けがの手当て 検診の準

備 それだけじゃない養護教員の仕事 増えてきた心のケア」 
違う職種で 違う悩みと思っていたが 課題は同じ 必要なことは課題を共有できる仲間 そし

て 職場をつくる小さな勇気と自信 そこから生まれる笑顔 居場所 
見つめよう 働き方 変えよう 社会 信じよう 未来 

１ ひとつ わたしたちの命はひとつ わたしたちの夢をかなえるわたしの命はひとつ 
ひとつの笑顔づくりから始めよう 笑顔で働ける職場 

 「Now.Change For Smile.」 さぁ、笑顔のためにかえていこう！ 

「ひとりじゃないよ」（詩 堀内規美恵 曲 山口 真） 
１．どこにゆくのか分からない いまの自分が分からない なんとなくなら生きてゆける だけど何

かが足りないよ  
ほら ほんの少し勇気を出して あなたの周りを見れば あなたを見つめる瞳に気づく あなた

を支える人がいる 
２．心を許す友がいますか 涙を流せる人がいますか 愛されるとは愛すること 結果を考えていち

ゃだめだよ 
ほら ほんの少し勇気を出して そこから踏み出してみよう あなたを待ってる誰かに気づく 

あなたを支える人がいる 
３．生きてゆくのに大事なことは 自分の心を開くこと あなたの友を信じること あなたへの愛に

気づくこと 
ほら ほんの少し勇気を出して あなたの周りを見れば あなたを見つめる瞳に気づく あなた

を支える人がいる 



７月 6日（日）に第１回委員会を開きました。 

来賓のなたにや正義日政連議員は、免許更新制につい

て、「こんなおかしな制度で、日々一生懸命過ごしてい

る教職員の身分を不安定なものにするわけにはいかない。試行期間を終える段階で問題点

をぶつけ、解決できないのであれば凍結へ。全国の現場の課題を教えてほしい。」とあいさ

つの中で力強く語られました。 

 また、記念講演では、大阪教育大学監事の野

口克海先生に「青年の教育研究活動と今後の展

望」について、ご自身の子どもとの教育実践を

交えながら、お話をしていただきました。 

＊野口克海さんの記念講演トピックス 

・しんどい子どもをしっかり面倒を見ていくという基本的な教育のありようを実践の上で

示し、保護者や市民の信頼を得ることが、青年のみなさんに課せられている課題だ。 

・今の青年が学校を引っ張っていく時代だ。今のうちに学べるものは思いっきり学んでお

かないといけない。良い先輩に学べ。子どもの側に立って、子どもと一緒になって実践

を積み上げていくことが求められている。 

・子どもは好きな人からしか学ばない。教育が成り立つ関係かどうか。 

・子どもに指導したあとの家庭訪問はすぐに行け。教育は「今日行く」。 

＊委員の討論の一部 

●組織強化・拡大 

・臨時採用の人は働きながら勉強をしなくてはいけない。今年度の新規採用者から情報を

もらって臨時採用者に還元している。 

・アンケートをとったらレクへの賛成意見が多かった。集まることを目的とせず、それを

生かしていけるようにしたい。 

●教育改革 

・免許更新制は反対できるのは組合だけである。世論に訴えかけるのも難しい問題である。 

・組合に対する誤解がある「ものの見方が偏っている」など保護者に胸を張って言えるよ

うな組合にしたい。青年の教育実践を改善していく必要性がある。 

●賃金労働条件 

・ストライキが、先輩からノウハウを聞いたり、青年が学んだりするきっかけとなった。 

・正式採用不可の問題で、組合に相談すると傷がつくよとも言われた人がいる。新規採用

の自死が 2 名いる。組合が苦しい状況の人たちを本当に守る存在にならなければいけな

い。 

●平和と人権 

・12 支部から代表を出し、地域の戦跡を掘り起こすために 1月ずつ担当して平和カレンダ

ーを作っている。 

・毎日のように米兵の蛮行がある。地位協定をしっかりしていかないと事件に対して何も

できない状態になる。 

２００８年日教組青年部 
第１回委員会 

←なたにや正義参議院議員と野口克海先生→ 



●今後の予定 

昨年度から、「今後の運動を創造するとともに、組織拡

大強化のとりくみにつないでいくこと」などを目的と

し、日教組青年部が開催している学習会です。略称は「３ブロ」。全国を３つに分けて、ブ

ロックを越えたつながり（課題ととりくみの共有）をもとうというものです。 

 学習会では日教組の組織拡大運動の歴史を学びます。 

 分散会では、単組の課題やとりくみの交流や、具体的な組織拡大ビジョン行動計画を考

えて、単組や職場に持って帰り実践できるようにします。 

学習会や、分散会の後、それぞれご当地で内容は変わっ

てきますが、アクティビティとしてスポーツなどのレクを

行います。 

 多くの仲間と出会い、この出会いから今後の交流につな

げていきましょう。開催県やその近くの方々は、どしどし

自主参加されてください！（宿泊費５０００円・交流会費１０００円かかりますが・・・。） 

 

Ａブロック（北海道・東北・関東・日私教・日大教・ＥＡＳＵ） 

とき：11月 29 日（土）－30日（日） 

場所：横浜市 学習会 神奈川県教組 宿泊 ホテルコスモ横浜 

 

Ｂブロック（北陸・東海・近畿） 

Cブロック（中国・四国・九州）については、 

０９年２月ごろに合同開催する予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日教組青年部 
活動者３ブロック学習会 

写真は昨年度の様子です。 
とりくみの交流やバレーボール、ボウリング、楽器、 
踊り（？）などなどでたくさん交流しました。 



昨年度は熱海で開催されたこの集会。今年度は山梨県

石和温泉での開催となります。春闘は民間で賃金闘争

が繰り広げられる時期で、その結果がわたしたち公務

員賃金にも反映されてきます。この集会では、他の産別や単組のとりくみを学び、今後に

生かせればと思います。また、組織強化拡大についても意見交換をし、交流を行います。

参加者が主体的にとりくむ場面をできるだけ多く設定する予定です。 

ぜひ、初参加の方、新組合員の方をたくさん連れてきてください！ 

  

記念講演として、ＮＰＯ法人アジアチャイルドサポート代表理事の

池間哲郎さんをお招きし、極度の貧しさの中でも懸命に生きるアジア

の子どもたちの姿を、映像を交えて伝えていただく予定です。 

とき：２００９年１月３０日（金）～２月１日（日） 

場所：山梨県石和温泉 慶山 新宿から１時間半。 

周辺にはワイン工場や、宝石庭園信玄の里、武田神社、美術館・文学館、フルーツ公園

などがあり、アクティビティでも十分楽しめる場所です。 

・石和温泉駅に着くと、左の写真のような風景です。正面の

道を１分ほど歩くと、下のような看板が見えます。 

５分ほどでついてしまいます。 

お風呂も、男女ともに十分楽しめる温泉かけ流しです。 

今回の分散会は、宿泊部屋を使って行います。使用され

る部屋にあたった方々は、２日目の朝、写真のように使い

やすいよう片づけをお願いします。 

また、初日の夜は、ブロックごとの交流会となっ

ております。今回は各ブロック交流会を日教組で設

定します。 

（前回は各ブロックごとの設定でした。） 

 

●単組青年部紹介 

 今回は、神奈川高教組の紹介です。神奈川高には青年部がありません。しかし、青年た

ちは青年独自の課題のために、「青年委員会」として活動されています。「全国のみんなに

ぜひ知ってほしい！」との声が寄せられましたので、紹介します。 

 

日教組青年部２００９春闘・ 
組織強化拡大全国交流集会 



建設予定地 

沖縄の高江の話① 「高江の声を届けたい」 

 

沖縄ツアーで、辺野古を訪れたのがきっかけで、この夏休み、やんばるの森の中の集落、高江に

行ってきました。ここには、この森とここに暮らす人たちの「自分の家で普通に暮らす」権利を守

るために座り込みの反対行動を続ける人たちがいます。ここではみんな、本を読んだり、語り合っ

たり、時にはうたを歌い、絵を描いたり、とても穏やかに行動を続けています。しかしそこには強

い揺るがない思いを感じます。そして、去年 7月から始まったこの行動はもう 1年以上続いていま

す。そして今も。 

 

神奈川に帰ってきて、私にできることを考えました。すぐにでもまた飛んでいきたい衝動にから

れます。でもまずは自分の周りからやれることをやろうと思いました。そして私にできることは広

げることだと思いました。ただ、高江のことを知ってもらいたい、その思いで書きました。高江の

声を聞いてください。 

 

～高江って？～ 

みなさんが降り立つ那覇空港や、修学旅行

で訪れるひめゆりの塔や平和祈念資料館が

ある南部とは反対側の、さらにリゾートホテ

ルが建ち並ぶ西側海岸とは逆側の、観光客の

少ない、やんばるの森の中にある東村のさら

に北の外れにある、人口 157 人の小さな集落

です。 

 

～高江で起こっていること～ 

この美しい山と川に取り囲まれた高江のとなりに

は米軍北部訓練所があり、東村にはすでに１５カ所

のヘリパットと呼ばれる、ヘリコプターの離着陸帯

があります。ここに住む人たちは一日に何度も響く

爆音や墜落の危険にさらされています。そこへさら

に、６カ所のヘリパットが高江を取り囲むように建

設されようとしています。 

この小さな集落には、２５人の中学生以下の子供

たちが豊かな自然の中のびのび育っています。もし

新たに６カ所のヘリパットができてしまったら、取

り囲まれてしまった高江の上空はもっと多くのヘリ

が飛ぶことになるでしょう。 

 

参照：「那覇防衛施設局、北部訓練場の既設ヘリパッド・マップ開示 

 

 

北部訓練場 

高江 

那覇 

米軍北部訓練



～高江の行動～ 

高江の住民は去年２月２３日ヘリパットの反対決議をしました。関係機関にも出向き見直しの要

請もしてきましたが、その声を無視し、防衛局はその年７月から工事を着工しました。それから高

江の住民たちは座り込みによる工事阻止行動を始めました。そして今年２月には２万２０００通の

署名を国会に提出しました。 

 

～そして今～ 

座り込みは続いています。しかし７月から再開された工事は、座り込みのすきをついて進められ

ています。見張りが必要な場所は増えるけれど、座り込みできる人が足りない現状です。 

ヘリパット建設に反対でも、高江住民がみんな座り込み行動をできるわけではありません。だか

ら今までだって県内、県外からの応援なしに続けてくることはできませんでした。でも座り込みが

始まって一年以上過ぎた今、そしてこれからは、ますます応援が求められています。 

  

 高江は森の中にありました。知らないとりの鳴き声がどこからともなく聞こえてきました。町で

は聞こえない、懐かしい風の吹く音が響きわたっていました。でも不意にヘリコプターの爆音がこ

の長閑な空間を破ります。この小さな森の平和がいまにも消えそうになっていることをどれだけの

人が知ってしるのでしょうか。高江の周りにヘリパットを作ろうとしている人たちはここに暮らす

人たちが安全のもとに生存する権利、そしてここにある自然を無視しています。米軍再編という大

きな流れの中、小さい高江は無視していいと思っているのでしょうか。とても勝手です。小さい集

落のことだから、私たちは無視してはいけないのだと思います。高江の

こと周りの人たちに話してください。まずは、より多くの人に知っても

らいたい。私も連載レポートとして高江のことを伝え続けたいと思いま

す。 

 

 このレポートは『高江の現状』という、座り込みを続けている人た

ちのブログにあるＶｏｉｃｅ ｏｆ Ｔａｋａｅ を参考に書かせてもら

いました。 Ｖｏｉｃｅ ｏｆ Ｔａｋａｅはもっとわかりやすく更に詳

しく高江のことが書いてあります。ぜひブログを訪れ 読んでみてくだ

さい。 

  

 日本にある米軍の基地や訓練場。その周辺の住民は、子どもたちはどのような環境で生

活しているのでしょう。 

住民の方々の運動は、その声はどこまで届いているのでしょうか。 

 わたしたちは、子どもたちを守るため、その環境を改善するために何ができるのでしょ

うか。 

 そんな問いを投げかけてくれるレポートでした。 

 ぜひ、全国の青年に見て欲しい、聞いて欲しいということがありましたら、日教組青年

部までデータを送ってください。お待ちしております。 

文責 日教組青年部長 江藤創平 

メールアドレス：eto_sohei@jtu-net.or.jp 




